
進化に関する計測結果

選択した計測対象システム

年度は，研究方針で示した計測対象システムの条件に適合したシステムとして次の 種類を対象に

した．

熱交換シミュレーションシステム

これは， 年度にも調査を行ったシステムである．今年度も継続して，更に詳細な分析を行った．

開発版数： 版

開発者数：１名

開発言語：

入金消し込みシステム

開発版数： 版

開発者数：１名

開発言語：

証券システム

開発版数： 版

開発者数：４名

開発言語：

年度は， 年度の調査対象でもあったシミュレーション系システムの他に，事務処理系を選択

し，システムの対象による違いや開発者の人数による違いを比較できるようにした．なお，すべてのシス

テムで，直接，開発者へインタビューできた．

以下に計測を行ったシステムの計測結果を示す．

システム規模に関する計測結果

システムの進化過程に関する計測結果



表 システムの進化過程 熱交換シミュレーションシステム

行数

メソッド定義数

メッセージ名数

クラス数

クラス木の数

0.00

0.50

1.00

1.50

2.00

2.50

1 3 5 7 9 11 13

AA行数
メソッド定義数

AA
メッセージ名数

クラス数

ve
r.by month

図 証券システム組織化過程

表 システムの進化過程 入金消し込みシステム

行数

メソッド定義数

メッセージ名数

クラス数

クラス木の数



表 システムの進化過程 証券管理システム

行数

メソッド定義数

メッセージ名数

クラス数

表 システムの進化過程 証券管理システム

行数

メソッド定義数

メッセージ名数

クラス数

表 １クラス当たりの行数の分布の変化 熱交換シミュレーションシステム

平均

標準誤差

中央値

最頻値

標準偏差

分散

尖度

歪度

範囲

最小

最大

データ数

内堀（上）

外れ値の数



表 １クラス当たりの行数の分布の変化 入金消し込みシステム

平均

標準誤差

中央値

最頻値

標準偏差

分散

尖度

歪度

範囲

最小

最大

データ数

内堀（上）

外れ値の数

表 １クラス当たりの行数の分布の変化 証券管理システム

プロトタイプ

平均

標準誤差 ― ― ― ― ― ― ― ―

中央値

最頻値

標準偏差

分散

尖度

歪度

範囲

最小

最大

合計

データ数

内堀

外れ値の数



表 １クラス当たりの行数の分布の変化 証券管理システム

平均

標準誤差 ― ― ― ― ― ―

中央値

最頻値

標準偏差

分散

尖度

歪度

範囲

最小

最大

合計

データ数

内堀

外れ値の数

表 １クラス当たりの変数の数の分布の変化 熱交換シミュレーションシステム

平均

標準誤差 ― ― ― ―

中央値

最頻値

標準偏差

分散

尖度

歪度

範囲

最小

最大

データ数

内堀（上）

外れ値の数



表 １クラス当たりの変数の数の分布の変化 入金消し込みシステム

平均

標準誤差

中央値

最頻値

標準偏差

分散

尖度

歪度

範囲

最小

最大

データ数

内堀（上）

外れ値の数

表 １クラス当たりの変数の数の分布の変化 証券管理システム

プロトタイプ

平均

標準誤差 ― ― ― ― ― ― ― ―

中央値

最頻値

標準偏差

分散

尖度

歪度

範囲

最小

最大

合計

データ数

内堀

外れ値の数



表 １クラス当たりの変数の数の分布の変化 証券管理システム

平均

標準誤差 ― ― ― ― ― ―

中央値

最頻値

標準偏差

分散

尖度

歪度

範囲

最小

最大

合計

データ数

内堀

外れ値の数

表 １クラス当たりのメソッド数の分布の変化 熱交換シミュレーションシステム

平均

標準誤差 ― ― ― ―

中央値

最頻値

標準偏差

分散

尖度

歪度

範囲

最小

最大

データ数

内堀（上）

外れ値の数



表 １クラス当たりのメソッド数の分布の変化 入金消し込みシステム

平均

標準誤差

中央値

最頻値

標準偏差

分散

尖度

歪度

範囲

最小

最大

データ数

内堀（上）

外れ値の数

表 １クラス当たりのメソッド数の分布の変化 証券管理システム

プロトタイプ

平均

標準誤差 ― ― ― ― ― ― ― ―

中央値

最頻値

標準偏差

分散

尖度

歪度

範囲

最小

最大

合計

データ数

内堀

外れ値の数



表 １クラス当たりのメソッド数の分布の変化 証券管理システム

平均

標準誤差 ― ― ― ― ― ―

中央値

最頻値

標準偏差

分散

尖度

歪度

範囲

最小

最大

合計

データ数

内堀

外れ値の数



継承に関する計測結果
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メソッド，メッセージ名に関する計測結果
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クラスの進化過程に関する計測結果
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メソッド，メッセージの進化過程に関する計測結果
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図 定義回数から見たメッセージ名の進化過程 証券管理システム


